
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地震により 76 万棟の家屋が倒壊し、280 万人が避難を余儀な

くされています。人口のおよそ半分が 18 歳未満の子どものネパ

ールでは、深刻な被害と子どもたちへの影響が心配されています。 

ユニセフは、緊急支援活動に必要な 2015 年分の資金として、

総額 120 万米ドル（約 144 億円）の支援を国際社会へ呼びかけ

ています。 

奈良県ユニセフ協会では、5 月 7 日、6 月 3 日、7 月 2 日に近

鉄奈良駅前で、また 5 月 16 日に興福寺で、7 月８日には奈良県

立榛生昇陽高校(人間探求コース)の生徒たちと共に東大寺で街頭

募金を行い、「ネパール大地震緊急募金」へのご協力をお願いしま

した。英語、中国語、韓国語のパネルも作成して募金を呼びかけ、

多くの外国人観光客からも募金をいただきました。 

 

 

 

 

********************************************************** 

ネパール大地震 緊急募金 

********************************************************** 

5月 7日、6月 3日、7月２日、    5月 17日、東大寺参道にて 

 近鉄奈良駅前にて          立正佼成会の皆さんと 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1月 21日 三笠公民館 様 

1月 28日 奈良市立富雄南中学校 様 

3月 10日 奈良市立大宮小学校 6年生 様 

3月 11日 奈良教育大学付属中学校 様 

3月 12日 佐保ゴルフ倶楽部カードメンバー 様 

5月 14日 たけまるホール 様 

5月 21日 奈良中学生サッカーフェスティバル 様 

6月 3 日 奈良女子大学付属小学校 様 

6月 11日 奈良県立榛生昇陽高校(人間探求コース) 様 

 

  

 

 

 

  

 

5月 16日、興福寺境内にて    7月 8日、東大寺参道にて 

  奈良大学の皆さんと          奈良県立榛生昇陽高校の皆さんと 

 

奈良ユニセフだより  

170 万人の子どもたちが緊急支援を必要と  

しています。「ネパール大地震緊急募金」に 

ご協力をお願いします。 

子どもたちに、命を守る支援を！ 

, 

Inotiwomamorusienn 

 

2015 年 4 月 25 日、ネパールの首都カトマン

ズを M7.9 の地震が直撃。大型地震とその後も断続

的に続く余震は 8,000 人以上の死者を出し、広範

囲にわたって建物が崩壊するなど、ネパールに多大

な被害をもたらしました。 

 

 

NO.８  2015年 7月発行 

奈良県ユニセフ協会 
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被災地に設置された医療テント 
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５週間ぶりに学校が再開。ユニセフは仮設の学習センターの設置 

や教材の提供、教員への訓練などの支援を実施しています 

募金協力（学校・その他団体） 

２０１５年 1月～６月 

ご支援ありがとうございました！ 

 
 

ネパール大地震 

 



 

 

 

 

:****************************************************** 

2015年 5月 28日～5月 29日  

ユニセフ・キャラバン・キャンペーン 

出前授業を実施 

天理市 丹波市小学校 ・ 西中学校 

******************************************************* 

全国各県を訪問するユニセフ・キャラバン・キャンペーンが、5

月 28日・29日に来県。日本ユニセフ協会学校事業部が赤松会長

のメッセージを携えて県庁を訪れ、荒井正吾知事と吉田育弘教育

長とメッセージ交換を行いました。奈良県への訪問は８回目、前

回は 2011年。 

知事らへのメッセージでは、劣悪な生活環境で 5歳の誕生日を

迎えずに死ぬ子どもたちが多いことを挙げ、ユニセフ活動への支

援を訴えました。午後は県内の教員約 30名を対象に研修会を行い、

ユニセフの活動説明に加え、子どもの権利条約をテーマに参加型

学習会を実施しました。 

29日に天理市立丹波市小学校と西中学校で行われた出前授業

では、子どもたちの置かれた現状を紹介するＤＶＤ『シュヌンシュ

ヌン』を上映してユニセフ活動を説明。また、上腕測定メジャー

を使って栄養不良の子供の腕の細さを体感し、子どもたちが強い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  知事・教育長メッセージ交換 

 

 

教員対象ユニセフ研修会 

 

 

学校での出前授業 

 

 

られている厳しい生活をより身近に感じられるよう、ネパールで

少女が毎日の水汲みに使っている水がめに水を入れて水運び体験

を行いました。 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１５年４月～２０１５年７月 活動報告 

あなたの思いを ユニセフ支援ギフト  として 

子どもたちにお届けします 

 

 

 

 

 

 

 

ユニセフ支援ギフトとは、ユニセフ支援物資を、途上国の子供たちにプレゼ

ントする支援方法です。世界の子供たちの多くは厳しい状況での生活を強いら

れています。「防げるはずの病気で命を失う」「栄養が足りない」「きれいな

水が飲めない」「学校に行けない」…。 

あなたの思いを支援ギフトとして子どもたちに贈りませんか。ユニセフがあ

なたに代わって子どもたちにお届けします。事務所までお問い合わせください。 

《ユニセフカードとグッズについてのお知らせ》 

 ユニセフカードとグッズの製作・頒布は、2014 年末を持って終了しました   

これに伴い、当協会を通じた頒布、お申し込み受け付けも終了しました。 

皆さまのこれまでのご協力にお礼申し上げます。 

★ユニセフカードやはがきは、２０１５年秋から㈱日本ホールマークが 

製作と販売を行うようになります。 

★カードやはがき以外のユニセフグッズについては未定です。 

  

 

 

 

県内の教員の皆さまを

対象に、参加型学習に

よる「ユニセフ研修会」

を実施。 

荒井知事を訪問、メッセ

ージ交換を通じてユニ

セフ活動へのより一層

の支援をお願いした。 

水を入れると重さは１５

ｋｇ以上になる真鍮（しん

ちゅう）製の水がめを使

って水運びを体験。 

はしかワクチン 

予防接種を受けること

ができれば、失われる

いのちの数を確実に

減らせます。 

(16種のギフトの１つ) 

 

 



******************************************************* 

2015年 6月 25日～26日  於：ユニセフハウス（東京） 

全国協定地域組織 学習講師研修会 

******************************************************** 

 ６月 25 日・26 日に東京のユニセフハウスで行われた学習講

師研修会に参加。全国の 25 協定地域組織から 43 名が出席し、

各地域からの事例報告を中心に、ワークショップを交え、学習講

師研修会が開催されました。 

 各地域の事例報告は、宮城県ユニセフ協会のパネルシアター

「100 円でできること」や大阪ユニセフ協会の「フォトランゲー

ジ」など、それぞれ対象学年に合わせた工夫が見られました。 

            研修に先立ち、ユニセフハウス 

           内の、ユニセフが活動する国や地域 

              で実際に使われているものや活動 

              の様子、世界の子どもたちの状況 

の展示等を見学しました。（ I.Y.） 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

********************************************* 

ユニセフ 写真パネル展 2015年 4月 19日 

精華町交流ホール 「国際理解フェスティバル」で展示 

******************************************************* 

2015 年 4 月 19 日、京都・精華町交流ホールにおいて開催さ

れた国際理解フェスティバル会場で、ユニセフ写真パネルを展示。

参加者やホール利用者に世界の子どもたちの現状を知っていただ

き、ユニセフ活動への理解と協力をお願いしました。 

写真パネルとともに、地雷の

模型やネパールで水汲みに使用

されている真ちゅう製の水がめ

も併せて展示され、見る人の関

心を引いていました。国際理解

フェスティバルは精華町を中心

に活動する国際交流団体「せい

かグローバルネット」が実施、多文化が共生できる地域づくりを目

指す活動の１つとして開催されました。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

切手・外国コインを集めています

◎使用済み切手   ◎未使用切手 

◎外国コイン     ◎テレフォンカード 

◎書き損じはがき  ◎使い残しはがき 

出前学習会を行いませんか！   ～ユニセフから講師を派遣します～ 

        奈良県ユニセフ協会ではスタッフが学校を訪問して学習を行う、出前学習（講師派遣）を行っています。 

ユニセフ学習会  映像や体験などを取り入れ、 

「今、世界でどんなことが起きているのか？」 「世界の子どもたちはどんな生活をしているのか？」 

「ユニセフはどんな活動をしているのか？」 を学び考えます。 

                  ・実施 1か月前までに協会へお申し込みください。 

                  ・費用：交通費と学習で使用する教材等の送料のご負担をお願いします。 

 ご協力、ありがとうございました！ 

  ２０１５年１月～２０１５年６月までの間、奈良県 

ユニセフ協会にお寄せいただいた募金総額は、 

     ￥１，１９９，７８７．‐ 

にのぼりました。           

      皆さまの温かいご支援に 

心よりお礼申し上げます。 

「ユニセフと私」    木内岸子（ボランティア） 

ユニセフとの出会いは、約 30年も前に参加した生協のユニセフ

スタディツアーでした。乳幼児の高い死亡率、ワクチン不足、病院

の粗末なこと、5～6歳にもなれば水汲み・薪拾いなどで就学もまま

ならないバングラデッシュの子どもたちの現状を知り、大きな衝撃を

受けました。 

厳しい生活を強いられる現地の人に、ユニセフは井戸掘りを教

え、雇用を拡げ、女性の地位向上のための職業訓練に取り組んで

いました。その活動は、自立の大切さを教える援助だと深く感じまし

た。貧困にもめげず澄んだ瞳をキラキラさせて、人懐っこく寄ってく

る子どもたちの姿は今でも忘れることができません。 

  その頃、山藤エリザベスさんに出会い、ボランティアの一員として

ユニセフ活動を始めました。小学校からの出前授業の要請電話

や、高大生のボランティアの申し出など、若い層が心を持ってくれ

ることは本当に嬉しいことでした。世界中での貧困、紛争、自然災

害による支援に向けて、今後もユニセフ活動は続きます。高齢にな

って活動は難しくなりましたが、ユニセフに寄せる気持ちは持ち続

けたいと思います。 

 

 

 

             
ボランティア活動日誌 

 



 

 

日本ユニセフ協会の趣旨に賛同してくださる会員

を募集しています。 

賛助会員とは、日本ユニセフ協会と奈良県ユニセフ協会 

の運営を、年会費によってご支援いただく方法です。 

種類 対象 賛助会費 
賛助会員 

期間 

一般賛助会員 個人の方 1口５千円 
入会月～ 

1年間 

学生賛助会員 
１８歳以上の

学生の方 
1口２千円 

入会月～ 

1年間 

団体賛助会員 
団体・法人・

企業 
1口１０万円 

入会月～ 

1年間 

 

＊一般・学生賛助会員は、個人名でのお申し込みに限ります。 
＊賛助会費は寄付金控除の対象になります。 
＊会員期間は入会月から一年毎の更新となります。  
＊賛助会費は、１口以上何口でもご協力いただけます。 

 

 

 

ネパールでの巨大地震をはじめ、自然災害や紛争による難 

民や避難する子どもたちの惨状が各地で報道されています。 

  ユニセフは緊急人道支援の必要性を訴え、広く皆さまに呼 

びかけてご支援をお願いしています。積極的なご支援・ご協 

力をお願いいたします。 

  県協会では、４月から新事務局長が着任し、新体制で明る 

 く開かれたユニセフ活動の充実に向けて、ボランティアと力 

を合わせて取り組んでいく所存です。 

  今後とも、ご理解ご協力をお願いいたします。  （M.K.） 

 

奈良県ユニセフ協会では、活動のお手伝いをしてくだ

さる方を募集しています。１日体験もありますので、学

生の方も参加可能です。 

募金活動、事務所当番やイベント参加・

手伝い等、世界の子どもたちの現状とユニ

セフ活動を知っていただき、一緒に楽しく

活動を始めませんか。 

まずは見学からどうぞ！ 

お気軽に事務所までお問い合わせください。 

 

ユニセフの活動は皆さまからの募金に支えられて 

います。ご協力をお願いいたします。 

＊奈良県ユニセフ協会事務所へご持参ください。 

＊郵便局からの振込の場合は 

郵便振替口座 ００１９０-５-３１０００ 

口座名義（公財）日本ユニセフ協会 

・通信欄に「K1-290 奈良県ユニセフ協会」 

とご記入ください。 

・送金手数料は免除されます 

※募金についてのお問い合わせは、事務所までご連絡ください。 

 

賛助会員募集 

                奈良県ユニセフ協会 

〒630-8214 

奈良県奈良市東向北町２１－１ 松山ビル３階 

TEL：0742-25-3005 / FAX：0742-25-3008 

E-mail：unicef-n@m4.kcn.ne.jp 

ホームページ：http://www.unicef-nara.jp/ 

※事務所開所日： 月・火・水・木  １１：００～１６：００ 

 募金して頂ける方、ユニセフビデオ等の資料をご入用 

の方、ユニセフ支援ギフトにご協力いただける方など、 

お気軽にご訪問ください。 

 

 

 

 

ユニセフ活動の最新ニュースをご案内しています。 

   

   

http://www.unicef-nara.jp/ 
 

ボランティア募集 

編 集 後 記 

上記のアドレスまで、アクセスしてみて下さい！ 

 

ホームページのご案内 

 

募金のお願い 

 

 


